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講演要旨（Abstract） 
非接触非破壊で迅速かつ容易な鉱物組成の把握は，資源探査やトンネル掘削など，種々の分野で重要と
なる．ここに，衛星リモートセンシングで用いられる鉱物組成特定手法が有効に応用できる．取得される
分光情報の選択波長域によって解析精度は異なるがその選択手法について詳細には検討されていない．
そこで本研究ではその一手法として多クラス分類モデルの感度分析を用いた手法について検討した．感
度分析手法として SHapley Additive exPlanations (SHAP) (Lundberg & Lee, 2017)を用いた．多クラス分
類モデルの感度分析結果を第一図に示す。結果としてこの手法で選択したバンドによる解析はハイパー
スペクトルデータによる解析と同程度の水準で鉱物含有比推定を行うことができた。 
 

  
第１図 ニューラルネットワークにおける SHAP に基づく重要特徴分布(左)とランダムフォレストに

おける SHAP に基づく重要特徴分布(右) 
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